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図 -4　降伏と終局の損傷合計面積率による推定結果（GBDT）
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図 -7　画像入力におけるピクセルサイズへの変更処理

表 -6　画像情報を用いた手法による損傷予測結果と構造解析結果の比較

人工知能技術を活用した桟橋の残存耐力評価手法に関する研究

Evaluation Method of Residual Structural Performance by Use of Artificial 
Intelligence
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要  旨
　港湾構造物は塩害に対して厳しい環境下におかれるた
め適切な維持管理が求められるが、劣化した桟橋の残存
耐力を評価する研究はあまり多くはない。著者らはこれ
までに、劣化度判定結果を用いた桟橋の残存耐力評価手
法を提案し、汎用の構造解析プログラムにより残存耐力
評価を行うことを可能とした。一方で、複数桟橋の維持
管理優先度を決定するためには、構造解析を必要としな
いさらに簡易な残存耐力評価手法も望まれている。そこ

で本研究では、想定外力に対する桟橋の損傷面積率を推
定する人工知能技術を導入した残存耐力評価手法を提案
し、構築したプログラムの推定精度検証と任意の劣化度
分布を有する桟橋の損傷予測を行った。数値情報と画像
情報から予測する手法はいずれも高い精度で損傷を推定
でき、画像情報の手法により損傷面積率だけでなく損傷
分布も把握できることが示された。
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PC 圧着したプレキャスト桟橋の杭頭接合部に関する交番載荷実験
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　桟橋工事の省力化にはプレキャスト ( 以下、PCa) 上部
工の活用が有効である。通常、現地ヤードにて PCa 部材
を製作し、鋼管杭打設後に起重機船で PCa 部材を架設、
接続部に現場打ちコンクリートを打設して一体化を図る。
しかし、現場条件によっては現地ヤードを確保できない
可能性があり、全て工場製作で PCa 部材を調達するケー

スも想定しておく必要がある。そこで、著者らは陸上輸
送可能な PCa 部材を用い、ポストテンション方式のプレ
ストレス ( 以下、PC 圧着 ) による桟橋上部工の組立施工
を提案している。本研究では、PC 圧着構造について正負
交番載荷実験を通し、杭頭接合部の損傷程度や固定条件
について考察した。

図 -2　本構造概要

図 -4　荷重 - 変位関係（Case3）

写真 -3　5δy 載荷終了後（Case3）
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